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例
規
集
の
条
例
や
規
則
以
外
の

要
項
、
要
領
な
ど
も
Ｈ
Ｐ
上
に
追

記
し
て
、
広
く
情
報
を
公
開
し
住

民
自
治
の
醸
成
と
利
便
性
を
図
っ

て
欲
し
い
。

 
町　

長 

　

費
用
的
な
問
題
で
全
文
は
載
せ

ら
れ
な
い
。
背
表
紙
的
な
掲
載
は

検
討
す
る
。

　

自
治
体
の
憲
法
と
言
わ
れ
る
、

自
治
基
本
条
例
の
進
捗
状
況
は
?

 
町　

長 

　
　

年
か
ら
、
1
年
半
か
ら
2
年

２２
計
画
で
池
田
町
ら
し
さ
を
考
え
て

進
め
る
。

牧村範康 議員

　

庁
舎
ロ
ビ
ー
や
中
央
公
民
館
、

教
育
現
場
な
ど
の
テ
レ
ビ
で
町
内

の
危
険
箇
所
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
流

す
な
ど
、
一
層
交
通
安
全
を
啓
発

し
て
は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

様
々
な
大
会
や
文
化
祭
な
ど
で

呼
び
か
け
て
い
く
が
、
ビ
デ
オ
に

つ
い
て
は
そ
の
有
効
性
と
シ
ス
テ

ム
を
検
討
す
る
。

　

当
町
で
は
、
国
や
県
の
要
項
や

通
達
に
よ
る
全
国
一
律
の
行
政
運

営
が
多
く
、
独
自
性
に
乏
し
い
部

分
は
否
め
な
い
。
名
古
屋
市
の
市

民
税　

%
減
税
な
ど
は
、
地
域
主

１０

権
を
実
現
す
る
施
策
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
の
地
域
主
権
に
対

す
る
考
え
方
は
？

 
町　

長 

　

知
事
会
、
町
村
長
会
な
ど
で
も

地
域
主
権
、
一
括
交
付
金
な
ど
の

話
が
出
て
い
る
が
、
そ
う
な
れ
ば

有
難
い
と
思
う
。
し
か
し
、
税
収

の
減
少
な
ど
を
考
え
る
と
現
状
は

不
透
明
で
あ
り
、
来
年
度
予
算
を

期
待
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
く
。

　

今
後
、
地
域
主
権
を
進
め
る
上

で
、
職
員
さ
ん
の
政
策
形
成
能

力
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
多
方

面
で
の
政
策
法
務
能
力
の
向
上
が

必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
が
。

 
町　

長 

　

各
担
当
で
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

〜悲惨な交通事故を無くしたい！〜
安心安全のまちづくりについて

〜
住
民
自
治
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
〜

地
域
主
権
の
実
現
に
向
け
た

　
　

行
政
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

交
通
死
亡
事
故
・
重
大
負
傷
事

故
の
根
絶
に
向
け
た
交
通
安
全
基

本
計
画
の
詳
細
と
対
策
は
?

 
町　

長 

　

現
在
、
第
8
期
交
通
安
全
計
画

に
お
い
て
、
バ
イ
パ
ス
整
備
、
歩

道
整
備
と
あ
わ
せ
て
モ
ラ
ル
の
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

温
知
小
南
東
の
危
険
な
変
則
交

差
点
は
、
西
か
ら
の
停
止
線
の
位

置
が
東
に
出
過
ぎ
て
い
る
。
南
北

の
優
先
道
路
か
ら
西
へ
曲
が
れ
ず

優
先
さ
れ
な
い
が
。

 
町　

長 

　

以
前
は
西
に
下
が
っ
て
い
た
が
、

見
通
し
の
問
題
で
前
に
出
し
た
。

地
元
や
公
安
委
員
会
と
も
十
分
協

議
し
て
い
く
。
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